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複数の組織を収容する建物における交通路と居住面積分布  

01303730  中央大学  田口 東 TAGUCHIAZUMA  
l．はじめに   

筆者は，限られた領域の中に人が居住し，その人々が互いに行き来するという交通を考え，それが円滑に  

通行できる必要十分な交通路を確保するように，与えられた領域を居住領域と交通路を配分する問題を考え  

てきた．ここでは，領域を建物として，対象とする人の間に一様に交通が発生するという仮定を少しゆるく  

した問題を考える．現実の建物を想定すると，建物をいくつかの区域に分けて利用形態を定め，区域内，区  

域間に対して異なる交通発生率を与えることが考えられる．しかしこの設定の問題は，シミュレーションモ  

デルを用いて検討する方が適切であると考える．配分計画モデルとしての特長を生かすように，二つの異な  

る集団をひとつの建物に収容し，それぞれの集団内と，集団間とで交通発生率が異なる場合に，居住領域と  

交通路をどのように配置すればよいかという問題を考えよう．複数の組織を同一の建物に収容する場合（合  

同庁舎）などが例として考えられる．  

2．建物内の交通手段と移動時聞最小化問題   

建物は直方体とし，階数を〃，床面積をぶ，居住領域の人口密度をクとする．建物内に収容する集団を」，  

β，それぞれの人口をた，ろ，建物の外にいて移動の対象となる人口をち〟′とする・d内およびβ内の任意の  

対間に行き来が発生する確率を単位時間あたりム。およびゐい一方をA他方をβとする対間の交通発生率を  

ぁか一方をdまたはβ，他方をち〟′とする対間の交通発生率を転または占。ムとする・   

各階た（鬼＝1，…〃）における」の居住面積を∫k，βの居住面積をγたとし，解くべき問題の変数とする．建物  

内の移動は，縦方向にはエレベータ，同一階の水平移動には廊下を用いる．階鳥を通過する縦方向の交通は，  

階たの下にいる人と階たの上にいる人の対間の移動であり，水平方向の交通は，同一階にいる人の対間の移  

動と，エレベータに乗車するための移動からなる．   

各階の利用床面積は居住領域とエレベータ面積との和であり，後者はその階を通過する交通量をエレベー  

タ断面交通容量ceルで除したものとなる．利用可能面積の上限が∫であることから，次の制約条件を得る・  

∫≧ム＝…・ 
′ 

また，収容人口に関する制約条件は次のように表される．  

㌔＝β∑ニ1ズf，ろ＝β∑ニlγ′   

上記の制約条件を満たす居住領域分布の中で総移動時間が最小となるものを求める．エレベータの待ち時  

間をw，1階通過時間を1／γビルとし，廊下の歩行速度をγ。。rとする・水平移動距離は，利用床面積′に等しい  

面積の正方形における2点間距離の期待値を用いることとして，同じ階の対間の移動距離を2／3、仔，エレ  

ベータ乗車のための移動距離を1／2斤とする・総移動時間の最小化は次のように表される・  

、仔＋斤  〃一l．Ⅳ  

■  ）（恒巧＋ムゎγ．γノ＋ゐ。占（∫′γノ＋γf㌔））  

r′・柚＋姜｛浩（輌ムγ減占ズ肪）  

、 

l）  吉ノ崇1γビル 2 v。。r   

1、仔・  
、 γ 

買曾 gル 2 γ。。r  

3．計算例   

ぶ＝2000〝才2，ち＝ろ＝㌦′＝4000人，建物の高さを十分高くとって計算を行い，利用されている階数をⅣ  
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とした．待ち時間は標準的な目標値30秒とした．容量cは，出勤時間帯のような定まった時間幅に建物の全  

員が自らのオフィスに入るのに必要十分な輸送能力が備わっていると仮定し，実際の建物のエレベータ通路  

面積と収容人数のデータおよび交通モデルを用いた解析【l】から，上記の時間幅あたり30人／椚2という値が得  

られている．ここで，時間幅を30分とすると，『1を得る．エレベータのかごの快適な密度を1〝12あたり5  

～6人，一つの階を受け持つエレベータの台数を5～6台とすると，この値は妥当な値である．各階の待ち面  

積を含めて『0．5を採用した．エレベータの速度は1階通過0．033分とした．   

まず」とβそれぞれが，内部および外部との間の交通発生率が等しい場合（占。＝占占，∂。。＝占。占）を考えよ  

う．図1に（a）ム。＞占。ぁの場合，（b）占。＜占。ぁの場合を示す．集団内の行き来が，集団間の行き来よりも大きい  

場合には居住領域は上下に分離し，逆の場合には同じ階の床を分け合うという非常に自然な結果が得られて  

いる．前者では同じ建物に収容したことによる利点はない．   

つぎに，β内の交通発生率を小さくする．図2（a）の占〟＞ゐゎ＝占。ムの場合には，dとβはほぼ分離し，行き来  

の多い」がまとまった良い領域を占有する．図2（b）のように」β間の行き来を大きくして∂。＝占。ム＞占ぁとし，  

占仰＝∂。ムを大きくしていくと，同じ階の床を分け合いながら，dが良い領域を占有する様子がよくわかる・  
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